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未来の京田辺について考えよう！ 

 まちづくり市民ワークショップ 
 

～第 1 回 第４次京田辺市総合計画策定のためのまちづくり市民ワークショップ結果概要～ 

平成 30 年９月 11 日（火）19：00 より、京田辺市商工会館 ＣＩＫビル３階で開催しました

「第 1 回 第４次京田辺市総合計画策定のためのまちづくり市民ワークショップ」は 16 名の方

が参加されました。 

3 班で『10～20 年後の理想のまちの姿・自分の姿を考えよう！！』というテーマで話し合いを

行いました。 

【石井市長挨拶（要旨）】 
 京田辺市の中心は田辺であり、区画整理を行うことでまちの玄関をつくってきた。また、副

次拠点として松井山手、三山木があり、例えると、田辺を中心に、３つの拠点でスクラムを

組んでいるというイメージになる。 

 現在、新名神高速道路の整備が進み、北陸新幹線の新駅設置計画があるなど、京田辺を全国

にアピールする良い機会。名前を売ることで、名前に恥じないまちづくりをしていきたい。 

 現在、人口フレーム８万人のまちづくりを進めており、人口は今後おおむね 10 年間は減少し

ないという予測だが、１年でも長く人口を維持していくためにも「ぶれないまちづくり」が

必要。 

 現在の都市像である「緑豊かで健康な文化田園都市」は、第 1 次総合計画の時から掲げてお

り、第４次総合計画においても継承していくこととする。 

 今後の大きなプロジェクトの例として、田辺中央北の文化施設の機能を備える複合型公共施

設を核とした新市街地整備や防災広場、京都府農業総合研究所跡地の農福連携の公園整備な

どがある。 

 自然と都市のバランスのとれたまち、品格のあるまち、住民同士の心と心が交わることので

きるまちなど、そういった考え方の元にまちづくりを進めていくことが必要。 

【野田先生講評（要旨）】 
 今回３班に分けて議論したが、議論の内容が班ごとに違っており、興味深かった。 

 男女比率、年齢も偏っているので、京田辺市の人口割合で年齢配分を一緒にし、男女比率も

５対５にした場合、もっと違う話が出てきたのではないか。 

 ３回のワークショップを総合計画に反映するが、策定後もこのような場を作ってもらうと

色々なニーズが把握できるのではないか。 

 皆さん色々と意見を持っておられ、時間が足りないと感じた。 

 

 

皆さんからの意見を取りまとめた結果、第 2 回ワークショップ『住み続けたいまちをめざし

てアクション！！』では、次ページの５つのキーワードについて具体的にどんなアクションが

必要かについてワークショップを行います。 
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第 1 回市民ワークショップ 『10～20 年後の理想のまちの姿・自分の姿を考えよう！！』とりまとめ 

キーワード １．自然・環境 ２．安全・安心 ３．賑わいづくり ４．産業創出 ５．コミュニティ 

１班 

 虫がいっぱい緑あふれる自然豊かな
まち【ミヤザキ・Q ちゃん・よっしー】 

 子育てしやすいまち【ミヤザキ】 
 環境や地域のことが学べる自然フィールド【よっ
しー】 

 
 
 
 
 
 
 

 身近にしっかりとした医療を受けることができるま
ち【Q ちゃん】 

 利便性のあるまち（交通や商業
の利便性が高い）【ミヤザキ】 

 JR 学研都市線がすべて複線化されたまち
【しまやん】 

 松井山手のブランド化（関西一の住環
境） 

 文化にあふれるまち【でち】 
 松井山手から京都駅がモノレールでつながる
【しまやん】 
 まちの玄関の見える化 

 新産業であふれるまち 
 美味しい飲食店など名店がたくさんある【Qちゃ
ん】 

 人口増だけでなく産業も成長 
 大学を活用、ICT を活用【でち】 
 自然エネルギーの地産地消【よっしー】 
 市民が市内の店
舗で生活物資を
購入し消費する
【つっくん】 

 笑顔あふれるまち【でち】 
 人口減少に対応したまち 

 孫世代まで住みたいと思えるまち【つっくん】 
 訪日外国人が訪れる国際色あるまち【つっくん】 
 多様な人が暮らしにいてあたりまえのまち【よっしー】 
 ハード面よりもソフ
ト面を重視。心の
豊かさを感じられ
るまち 
 

 

２班 

 天王、打田地区等の棚田を管理・運営し、美
しい風景を残す【みずやま】 

 耕作放棄地をなくす【みずやま】 
 自然とふれあることができるまち 
 自然と人間との調和 

 災害に強いまち 
 安全で安心なまち 

 駅周辺が夜も明るく安心して通学できる学生
にやさしいまち【もりみ】 

 安心して子育てできるまち 
 子どもたちだけでも安全に遊べるまち 
 自助共助意識が高いまち 
 保水力の高いまち（田畑山が健全な形で残っ
ているまち） 

 若者+シニアの活力あるまち 
 ワクワクするまち【こっしー】 
 子どもに選んでもらえる、若い人が楽しく過ご
せる【こっしー・ぽんた】 

 母親が安心して仕事に行くことができる【ヨッ
サン】 

 駅前にシンボ
ルがあり多くの
人で賑わうま
ち【もりみ】 

 観光産業の振興が図られたまち 
 文化財の活用 
 EV や自転車での周遊、川の散策路等を活
用した観光ネットワークの形成 

 最新の技術に触れることができる 
 

 人の絆を大切にするまち（地元回帰、
あらゆる年代の人たちが活躍・協力で
きる）【ヨッサン・こっしー・ぽんた】 

 若者から老人まで趣味・スポーツ・学習などいつで
も参加できるまち【ヨッサン】 

 多様なネットワー
クがあるまち（人
間・地域・交通） 

 
 

３班 

 自然と調和のとれたまち 
 自然と商業施設や飲食店などのお店が共存し
ているまち【なえこ】 

 安全・安心なまち【なえこ】 
 災害に強いまち（災害時でも人と
人がつながる）【よっしー】 

 防犯カメラ設置【名草くん】 
 行政・民生・自治会で情報の共有【名草くん】 
 高齢者が住みやすいまち（福祉が充実したま
ち） 

 ハード面とソフト面の強化 
 

 中央が元気なまち 
 交通が便利なまち 

 商店街がにぎわうまち 
 

 京田辺ブランドの普及（有名な特
産品、京田辺市の強みを活かした
産業が活性化しているまち）【大
西】 

 ICT の活用 
 食糧自給率の向上（食の地産地消）、若
者の就農 

 三世代交流ができるまち【名古屋・よっ
しー・なえこ・名草くん】 

 スポーツ・趣味が楽しめるまち【大西・
名古屋】 

 市民が主体的にまちづくりに携わっているまち【大
西】 
 地 域 間 で の 交
流があるまち【名
古屋】 

■：将来像案の意見 
  ：取組み手法などの意見 

■住みやすいまち 


